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１学期を振り返って 
 新入生２８名を迎えて、児童数１５２名でスタートし、７月に転入してきた２名の仲間と

ともに過ごした１学期が今日で終了します。コロナ対策は継続しているものもありますが、

授業や各種行事等の教育活動は、ほぼ計画通り進めることができました。昨年度以上に多く

の体験活動を行うことができたのは、とてもうれしいことでした。大きな事故もなく終業式

を迎えることができるのは、保護者・地域の皆様のご協力があったからこそと、心より感謝

申し上げます。 

 １学期の間に子ども達は一段と、たくましくなったのがわかります。６年生は、児童会総

会、大岡山登山、なかよし班の立ち上げ、陸上記録会、避難訓練と活躍の場がたくさんあり

ました。その場その場で持ち味を発揮して、楯山小で培われたものを、下の学年に伝えてく

れました。５年生以下の子ども達も、壮行式に向 

けての活動や各学年の体験活動や毎日の授業を通 

して成長しています。 

 元気に夏休みを過ごし、８月２２日（火）に、 

ひとまわり大きくなった子ども達と元気に再会 

することを楽しみにしています。 

陸上記録会等のキラリ                         ※他は後日に 

第５４回山形市小学校陸上記録会      第３９回山形県小学生陸上競技交流大会 

 男子 １００Ｍ 第１位 日野結仁     男子 １００Ｍ 第６位  日野結仁 

 男子１５００Ｍ 第２位 斎藤凛斗     女子 ８００Ｍ 第１４位 明日菜々美 

 女子 ８００Ｍ 第５位 明日菜々美    ※２人は大会当日、自己ベストでした。 

 

地域の皆様ありがとうございます！ 

◇JA 山形中央様、中村和一様より、今年も佐藤錦をいただき、 

全校生が給食でおいしくごちそうになりました。 

◇十文字の高梨芳昭様より、１年生に七夕の笹竹をいただきました。 

◇高楯曙サービス店会様より、五万円を寄付していただきました。 

 会長の明日正様が樋口ＰＴＡ会長宅までもってきてくださいました。 

楯山小の子ども達のために、陸上大会ユニフォームの新調に使ってくださいということで

した。たいへんありがたく、うれしいことです。 

 



５年生「自然の家宿泊学習」 

 ６月２７日（火）と２８日（水）に一泊二日の日程で行いました。 

雨が降りましたが、全行程を変更なく実施できたことに、子ども達 

の強さを感じ、今後の成長が期待できると思いました。キャンプ 

ファイヤーでのハンカチ落としは格別楽しかったとのことです。 

５年生「消費者教育」 

７月４日（火）ジブラルタ生命株式会社さんから、お金や物が、 

自分と家族を支えていることなど教えてもらいました。自分の欲望 

をコントロールする力を身につけるためにも、おこづかい帳の記入 

にチャレンジしよう、と話もありました。 

２年生「山形市野草園に」 

 ７月１１日（火）生活科の校外学習の１つ。初夏の山の野草に親 

しみながらみんなでマナーを守って仲良くすごしました。事前学習 

として、代表者が野草園の方に活動お願いの電話をしました。それ 

をタブレットで写して教室のみんなとも共有。自信がついた時間に。 

総合防災訓練「練習は本番のように」 

 ７月３日（月）、「火事だ」の火事ぶれに始まり、放送による避難 

指示だけでなく、状況をみて避難する訓練を実施。山形市消防本部 

山形市東消防署高楯出張所の消防士さんからお話を聞く予定でした 

が、救急搬送の仕事のため来校できなくなり、急遽安全主任の茂木 

先生の指導で水消火器訓練をしました。真剣に取り組みました。 

24時間 TVのパラスポーツ体験キット贈呈式 

 ６月２０日（火）山形放送 24 時間 TV チャリティー委員会から 

の贈呈式がありました。その後、6 年生は実際に体験し、興味関心 

が高まり、その活用について調べ、たくさんの方に知ってもらいた 

いと、プレゼンをしました。 

地域学習「地域の方から学ぶ」 

 ７月 21 日（金）、楯山小学校の卒業生の小田賢嗣氏（笑福亭間助 

氏）より落語をしていただきました。演目は『転失気（てんしき）』。 

落語を通した言葉を学び、今本校で研究している言葉を大切にした 

授業づくりに繋げたところです。 

タクシーを使った新しい交通サービスの愛称6年石山航大さんの『楯っちゃん丸』に決定 

 『楯』は楯山の楯『ちゃん』は「ちゃんとつれて行くよ」で『丸』は乗った 

人全員「良かったね」と丸を出してくれるようなタクシーになればいいと思っ 

た。さらに、みんなが覚えやすい名前になるように考えた、ということでした。 

「楯ちゃん丸」が楯山地区を走り回ります。優しさとともに。 



 


